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分散システムの集中管理と自律分散制御実現へのアプローチ
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近年、クライアントサーバー塑システムの普及に伴ない、それぞれの分散システムの運用管理方墳剣に

議論されるようになって来た。すなわち、 TCOCTotal Cc渦it of Ownership)の観点など分散システムの

日常的な運閏管軌z&要とされる項目に対して、 「集中管理にすべきか」 、協散システムの柔軟性を

活かす個別管理・自律分散にすべきか」と言っ増輪力項剤になされてきている。筆者らはこれらの分

散システムを運用管理する立場から、エンドユーザの利用実態に応じた運桐管理のあり方を模索し検

討を重ねてきた。本稿では分散システムにあって「集中管乳の取り組み方と、ユーザの利便性・利用

の柔軟性を重放した「自律別粉紺剛の両立をするための取り細み方の」列を報告すえ。

Anapproach to concentrated managementand to the automatically control

of the distributed systems.
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Recently, it came to be discussed seriously caused by the diffusion of the client server system, and
came.In other words, the viewpoint ofTCO (Total Cost of Ownership) feces the item which should
be necessary for everyday control of employment of the distributed systems.
Wesearched, for a method with the controlof employment which met the use actual condition of the
end user fromthe position that these distributed systems wereemployed and that it was managed,
and they had piled up an examination.
It is in the distributed system, and an example of the way of grappling to do the being compatible of
the "autonomy distributed control" for which to attach importance to the flexibility of the user's
advanced convenience * use with the way that "control of concentration" grapples is reported



1.はじめに

企業においても近年クライアントサーバシステ

ムの導入が村酎ヒし、実際に日常的な分散システ

ムの運用が究実の課題となってきている。特に、

我々は従来メインフレーム系システムの連用を

行ってきた経験を基に、企巣言動の広範囲をサポ

ートする全社サーバーや部門共有サーバーに対

する連用管理のあり方について検討してきた。

本稿では連用管理の各管理項目について、情報

システム部門での集中管理方式とユーザ管理者

主導の自律分散制御方式のどちらを選択すべき

か検討した結果をまとめ、事例を含めて報告する。

2.分散システムの利用拡大と重要性の高まり

分散システムがエンドユーザ主導で様々な業務

の中で使われるようi-=なり、業務の妙酎ヒやスピ

ードアップ化に大いに貢献している。しかし一

方では今までコンピュータ機静(特にサーバー)

の運用にほとんど携わっていなかったユーザで

は分散システムの連用管理の煩雑さに苦慮して

いる。

特にユーザ管理者とは言え、分散システムの運

用癖に専任できるケースは希であり、ほとんど

の場合本来の業務との兼任の場合が多い。そのた

め、個別にその分散システムの穣助が塀在適正か

と言った状態監晩まで管理が行き届かなかった

り、障害発生時にも発見が遅れて復旧まで長時間

システム停止を引き起こす場合も発生している。

このような運用管理における課程は概略として

下記のように蜘することができる。

、 ①ン「勘コストの低劇と「適用要員の低減」

. ②慢害・シス号ム管理の集約イ紅と.憎細面

でのユーザ利便性・自由度の確保」

③ r1-ザ利用の広がりに対する集中管乳と

丁ネγ庸一ク手岬システムの御伽郁副

由「D.P鯛と「DBの輝.
⑤ 「適用の省力化と「ユーザ柵I Tスキルの

確保」

これらは各項目毎にお互いに相反する性質の項

目であったり、同時に期するためには総合的な

判断を必要とされる。

極端にそれぞれの分散システムのサーバを物

理的にも集中配置した上に一局で集中管理した

り、逆にユーザ管理者にDBの高度な管理から煩

雑な日常作業まで全て押し付けるなどの実施方

法もある。しかし、分散システムは本来ユーザの

使い易いようにすべきであり、ある租安の個別管

理事項を通してユーザ管理者自身がrr技術のス

キル向上を図るような醐如切要である。そこで

筆者らは集中管理する項計と自律分散制御によ

り日常作業の自動化する項目に分け、集中管理と

自律鋼線脚の両立へのアプローチを行った。

3.分舶用自動化システムの構成

&1名分散システムの構成例

社内にはマルチペンダ環盤で様々な分散システ

ムが導入されている。それぞれの分散システムの

代表的な構成の「覧をまとめると表3-1の様にな

ス_

特に集中管勤切要な重要なサーバーが3 0台

を超え、クライアント端末も約2 0,0 0 0台と言

った沸険になるとそれぞれのサーバーを-個所

の場所に集めて人的に集中管理を行うには下記

の点力舞きな習癖となってくる。

(1)ネットワーク.トラフィックの集中て

(2) H/Wとしての鰯扮散にならない-

(3)千一塀鵬町サエバ」/タ′ライアン下問

・のネッi'万一ク確凧馴酌

(4)ユーザ研け便性を損なう,

(セキュリティなどユーザでの個別管理が

望ましいシステムもある)



その結果、ユーザと事醇合意のもと、物理的に

も集中管理の望ましいシステムは拠点毎に機器

を集約し、ネットワーク関係の課題も意識したシ

ステム配置を行う様にした。

3-2分蜘自動化システム

前述の各システムのサーバを集中管理する分散

運用自動化システムのシステム構成を図3-1に

示す。

今回構築した分散運用・自動化システムは表3-1

に示すUNⅨやW血W8mと言った違うO S

のサーバーも1台のWSから管理できるように各

種の運用管理ツールを組み合わせて構築してい

る。

この分散運用自動化システムの主な僻巳は下記

のとおりである。

(I)名分散システムの異常管理・適取

(2)名枚管理サーノ昭噸助・リソーセス管理

(自動集計とWebでのレポート掲鞠

(3)各分散システムのスケジュー)噌理

節合的なスケジュー)噌蔓携な均

(4)各披管理サーバの電源操作

嘩勧条件に基づく自動運輸

温　子巳融岩国皿>-/)*fiァfliuaa&*

件登録のユーザセルフサービス瀞旨

ここで(1)、 (3)、 (4)の各項削こついては既に研究会

にて報告済物であるので、本報告では特に(2)、(吟

の衛臥こついて報告する。

4.被管理サーJW硝動・リソーセス管理

既に導入された分散システムが適正に利用され

ているオ確認する必要があるが.ユーザ管理者毎

にその管理を任せるとその煩雑さから、最終的に

簡勤叶分行われない数台が多くなる。特にシス

テム的に各管理項目の闇田収集を行う場合、ユー

ザ管理者のrr技術の差が歴然と財増理のレベ

弓発生する。

従って、今回の分散運用自動化システムでは管

理のレベルを最低脚を保する意味で下記の項目

についてはシステム的に管理データの収集と統

一したレポー.トフォーマットでの集計結果の公

表をWeb上で行い、ユーザ管理者の管哩巣務を

サポートしている。

(1) CPU使用率

(2)メモリ使同率

(3) Load Average

㈱スイッチ回数

(5)割り込み回数　など

例え状由4.1にWebで公開している管理資料

の」恥PU使用率の1即瑚鴎を示九



5.穣触酢朋のユーザセルフサービス化

分散システムの特故であるユーザの利便性を最

期牧も翻すため、一番上-ズの高いスケジュー

)廟に対して千手プラウ蝣f(Webイメージ)

を活用してユーザ脚にて必要事項を登録・変更で

きるようにしさらにあらかじめ登録してあるプ

ロセスの碗馴欄干できるようにした。

これにより、分散運用自動化システムのマネー

ジャや該当の分散システムのサーバーが手元に

なくても、ユーザ管理者はエンドユーザの利用実

態に合せていつでもスケジュールの登録・変更を

自らの手で行えるようになり、そのプロセスの稼

動状況まで自由に確露できるようになる。

その利用例として、図5・1にプロセスの穣助確

認画面を一例として示す。

6.まとめ

今回さまざまな立場の関係者と分散システムの

連関管理のあり方について議論し、分散運用自動

化システムとして一応の管理の形を作ることが

できた。筆者らの狙いどおりを甥u用されるれこ

れからが重要であると開係者-同気を引き締め

ている。最近でI誠列サーバのWeb槻巳の利用

など分散システムと従来の汎同機の垣根も無く

なりつつある。今後もこういった分散運用管理の

あり方を関係の諸兄のご意見を頂きながら検討

していきたい。

食後に今回のシステム構築にあたって、豊富な

趣験で優れたアイディア・アドバイスをいただい

た株式会社C S K運用プロダクト販売グループ

の笹辺和鎗マネージャ8瀞、たしますO
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